
たかさき女性元気サポート事業【高崎市】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 ６，９２３ 千円

交付金額 ５，０６０ 千円

事業番号 1

本市の産業構造は、特定の産業に依拠せず幅広い業種及び商業を
中心とした構成である。女性の就労状況・就業率は、有職率は高く、
20～30代では正規雇用の割合が高く、40～50代では非正規雇用の
割合が高い。また管理職比率は、全国平均と同程度の数値を示して
いる。昨今の雇用不安や、物価高騰により、女性が抱える様々な問
題に関し、女性就労支援機会の創出、男女共同参画セミナーの開催、
相談や啓発活動を行っている。

昨今の物価高騰による生活不安や、家族形態の変化等に伴い孤独
を抱える女性が、人と人とのつながりや地域とのつながりを回復でき
るよう、電話相談、女性用品の提供、「居場所」集会の開催、相談員
研修会を行った。本市を活動範囲として福祉事業活動を行っている、
高崎市社会福祉協議会に業務委託を行ったことで、民間団体の知見
や能力を活用し、関係機関への同行支援など行政では難しい対応が
可能となった。

・ぐんま・ほほえみネットワーク会議
・経済的困窮状況：各福祉事務所と情報共有。
・学生や生徒の置かれている状況：教育委員会や私立学校と情
報共有
・ DV被害や家庭状況：県女性相談センターや県男女共同参画セ
ンターと情報共有。

・解雇や雇い止めと再就職支援：ハローワークやジョブカフェマ
ザーズと連携強化。

電話相談から居場所事業の参加に繋がったケースが6件あった。相
談だけで終わるのではなく、居場所という受け皿による継続支援の
効果が見られた。本事業の構成員であるNPO法人とも連携を密に
し、それぞれが持つ課題を共有することができ、解決の糸口を見出
す事につながった。来年度も引き続き、市と社会福祉協議会と連携
し本事業継続することで、困難を抱える女性支援の推進に努めた
い。

地理的要因による相談のしづらさに焦点を当て、新たに出張相談
体制の構築を図ったが、想定した結果が得られなかった。いわゆ
る「ご近所の目」を懸念し相談を諦めるケースもあり、アウトリーチ
の難しさを感じた。
来年度は、心の癒しを求めて参加する居場所事業をブラッシュアッ
プし、女性が力強く立ち上がり困難な状況から抜け出すための知
識を得ることができるよう、講座やセミナーを実施していきたい。

目標・KPI 目標 実績 達成率

【事業目標】
電話・メール相談

250件
アウトプット

190件 76.0％

【事業KPI】
電話・メール相談、女性用品配布等をきっ
かけとした、居場所事業の参加数

20件
アウトカム

6件 30.0％

生活不安や孤独を抱える女性が、人や地域とのつながりを回復することを目的とする。



事業の概要１

女性のためのつながりサポート相談は、
合計２００名の利用があった。

市内６地域を巡回する「出張相談」を実施。
孤独や不安を抱える女性を「居場所づくり」
の参加につなげられるよう努めた。



事業の概要２

居場所の提供事業は、１２回開催し、
合計４３名の利用があった。
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